
 
 

一

 
 
 

国
民
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
七
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
七
条
の
三
の
二 
社
会
保
険
庁
が
保
有
し
て
い
る
年
金
記
録
に
関
す
る
事
項
の
調
査
の
結
果
と
し
て
、
第
七
条
第
一
項
第
三

号
に
該
当
し
な
か
つ
た
者
が
同
号
の
規
定
に
該
当
す
る
被
保
険
者
と
な
つ
た
事
実
又
は
同
号
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
配
偶

者
が
被
用
者
年
金
各
法
の
被
保
険
者
、
組
合
員
若
し
く
は
加
入
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
後
引
き
続
き
被
用
者
年
金
各
法
の
被

保
険
者
、
組
合
員
若
し
く
は
加
入
者
と
な
つ
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
記
録
し
た
事
項

の
訂
正
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
実
に
係
る
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
前

条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 



 

二

２ 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
附
則
第
七
条
の
三
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
同
条
に
規
定

す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
） 

３ 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 



 
 

三

 
 
 
 

 

理 

由 

 

社
会
保
険
庁
が
保
有
し
て
い
る
年
金
記
録
に
関
す
る
事
項
の
調
査
の
結
果
と
し
て
、
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当

し
な
か
っ
た
者
が
第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
事
実
又
は
第
三
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
被
用
者
年
金
各
法
の
被
保
険
者
等
の

資
格
を
喪
失
し
た
後
引
き
続
き
被
用
者
年
金
各
法
の
被
保
険
者
等
と
な
っ
た
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
年
金
記
録
の
訂

正
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
実
に
係
る
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
の
被
保
険
者
期
間
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間

に
算
入
す
る
こ
と
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


